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    提出論文は、デジタルカメラで撮影した低品質印刷漢字を高精度に認識することを目的として、
文字画像の修復を多段に行なうことにより画質を改善する文字画像修復法（手法１）、k近傍探索を
用いて学習パターンを動的に選択するし、低品質文字を高精度で認識する識別法（手法２）を提案
した。提案手法をデジタルカメラで撮影した低品質印刷漢字に適用して評価を行なった結果、両手
法とも低品質文字を高精度に認識することが確認できた。また、手法２については改善効果が大き
く、汎用的な手法なので、特許を出願した（特願2006-11291）。 
 以上のように、本論文は、情報処理の発展に貢献すること大であり、博士（工学）の学位に値す
るものと判断した。 
 
 
